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左より:

《Phonation Piccc― こえ/Koc―》(部分)2022,120×
78× 30mm,ポリエチレン樹脂

《Phonation piccc‐ふれる/Furcru―》2022,140×
55× 25mm,ポ リエチレン樹脂

《Phonation piccc―ぁた
‐》(部分)2022,75× 65× 30inm,ポリ

エチンン樹脂
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第一回自髪

A´LAB

有り体を積敵

雄現代美術賞受賞者個展

【hibition｀VOl.37

終薬衣

Boly/遊動外」(Gi

そ」林葵衣×今村達紀

京都、2o17)展 示

.2020)に おけるノ

:守屋友樹

ポリエチレン樹脂 撮影 :守月友樹

白髪一雄現代美術賞

尼崎市では、既成概念にとら
われない前衛作品を発信し世界

的に評価さ

れた本市ゅかりの現代美術画家
。自髪一雄氏にちなみ、若手

アーティスト

による先駆的で魅力ある現代美術作
品を顕彰し、若手アーティ

ストのこれ

からの活躍を応援しています。

[ワークシヨツプ]

1.「声のかたちをつくつてみよう」

口紅ゃ紙粘上を使って、声の
かたちを色 な々方法で残してみま

しょ:

あなたの好きな言葉や残した
い言葉をお考えのうえご参加く

ださい

日時 12023年 3月 4日 (上 )、
18日 (■)141oo-16:00

場所 :A―LAB 定員 :各国先着10名 まで

対象 :5才以上 (未就学児は保護
者同伴)

2.「 はだしの地図をっくって
みよう」

はだしで歩き、感触をフロツタ
~ジユと言葉でメモして、あなただけ

のはだしで

歩ぃた地図を一緒につくつ
てみましよう。会場の外にも出かけ

てみましよう。

日時 :2023年 3月 5日 (日 )、
21日 (火・視)14:00-16:00

場所 :A― LAB(3/5)、 小田南
生涯学習プラザ (3/21)

定員 :各国先着10名 まで

対象 :5才以上 (未就学児は保護
者同伴)

※ヮ_クショップの中込についてはA― LABホ
ームページをご確認ください。

[ト ークイベ ント]

美術家の今井祝雄氏をゲ
ストに迎え、出展作家とのト

ークイベントを開催。

日時 :3月 19日 (日 )14:oO■
6:00

場所 :A´LAB 定員:先着15名

申込 :メーノンにて (amalovC.a.lab@gmal.COm)

※イベント名・氏名
。年齢。電話番号・人数を明記く

ださい。

※新型コロナウイノンス感染症の状況
によつてはイベントを延期

・中止することがあり

ます。最新の情報はホー
ムページをご確認ください。

林 葵衣 I Havashi Aci   l

1988年 京都府生まれ。2013年 京都道形
芸術

大学修士課程修了。音声をはじめと
する身体の

ふるまいに独自の形を与え提示して
いる。

主な個展に2022年「息骨に触れるlKUNST

ARZT(京都)、 2020年「息差しの型脚 」
+2

(大阪)、「一振りの音」
+2(大阪)、「遊動然」

Gallcrv PARC(京都)な ど。
202酬度第4期

常設展「画家の痕跡」高松
市美術館(香川)、

2018年「voCA展」上野の森美術飼
(東京)に

2022年第1回白髪一雄現
代美術賞、12015年第

63暉芦屋市展吉原賞を受
賞。
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開館時間=平日 11:00_19:oo、
土日祝 lo:oO-18:00

体館日=火曜日(3月 21日開館、
翌日22日体館)入場無料

第 1回白髪一雄現代美術賞を受賞
した林葵衣による展覧会「有り

体を積む」を開催します。

林は普段、音声や身体のふるよ
いに独自の形を与え、色彩の残像

や音声の保存をテーマに、日
に見える形を提示する作品を制作

し

ています。今回の受賞をきつかけ
に、新たに足を踏み入れた尼崎

で、土地を自身で歩き、まちに
ついてリサーチを行いました。その

中で見ぇてきた尼崎の歴史
の積み重ねと自身の経験の積

み重ね

が交わる部分に着目し、新たな制
作に取り組みました。有り体

に

尼崎のまちの姿をうつしな
がら、林のふるまいが残す痕跡

から見

ぇてくる新しい視点を感じてみ
てください。
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〒660-0805尼 崎市西長洲町
2-33-1

Tc1/Fax.06-7163-7108

http://www.ama´ a_lab.cOmノ

※会場に一般用駐車
場はぁりません。

問い合ゎせ :尼崎市役
所文化振興課
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